








:緒言: 

 都市部においては、最近、歯科医師の増加によって乳幼児の重症齲蝕の減少が指摘され

ているが、僻地、離島などでは現在でも歯科医師が不足し、巡回診療によってかろうじて

医療を確保している状況である。しかし現行の歯科巡回診療は小中学生と成人を主な対象

としているため、乳幼児への対応はあまり行われず、また巡回の間隔が1地区に対して平

均 2年に 1回と長いため、たとえすべての歯科疾患を治療したとしても次回までにもとの

状態に戻る可能性が大きい。昭和 59 年度より、沖縄県平良市郊外の狩俣および池間地区に

モデル地区を設定し、4 ヵ月ごとに乳幼児の歯科健診と治療および健康教育を続けている

が、この 4ヵ月に 1回という間隔での活動の効果の蓄積と、このためのマンパワーや経費

を考慮した効率とについて検討した。 


